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表２ 質問を選んだ人の性格因子の平均値 

 

 

４ 考察 

  まず質問文「コップの水が半分ある」から神経症傾向の値が高い人は，コップの水が半分あ

っても，もう半分しか残っていないと不安に考えていることがわかる。また反対に値が低い人

はまだ残っていると楽観的な考えをしていることがわかる。 

また，質問文「遊びに行く日の前日にそわそわする」では外向性の値が高い人は遊びに行く

日の前日にそわそわすると答え，これは遊びに行く日の明日を楽しみにしていることから生じ

る気持でありポジティブ思考に考えていることがわかる。反対に，低い人はそわそわしないと

答えていてネガティブ思考に考えていることがわかる。よってここでもネガティブ思考な人は

結果をポジティブ思考の人よりネガティブに考えていることがわかる。 

しかし，質問文「ケーキがあと半分ある」では外向性の値が高い人はケーキがあと半分しか

ないと考え，低い人はケーキがあと半分あると答えておりその原因は現段階ではまだ不明であ

る。 

 

５ 結論 

この結果より，ポジティブ思考の人は積極的な考え方を持ち，ネガティブ思考な人は消極的

な考え方を持つことが分かった。人の考え方の傾向が分かっていると，より効果的な部活動で

の先輩から後輩への指導や，友達とのより深い関わり方ができるようになり，さらに思わぬこ

とで人を傷つけてしまったりすることが減り，普段の人間関係に活かすことができるといえる。 

またこのような性格分析をすることは通常手間がかかってしまうが，このアンケートを利用

すればある程度人の性格を分析することができる。 

質問文「ケーキがあと半分ある」での結果が不明なので，ほかの食べ物でも同じ結果が得ら

れるのか追加アンケートを行い，男女の違いでもう一度調べなおして Excel で再度分析したい。 
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質問文 質問内容 選んだ人の性格因子の値の平均値 

コップに水が半分入っている もう半分しかない 30.56 

まだ半分もある 27.85 

ケーキがあと半分ある もう半分しかない 28.74 

まだ半分もある 24.16 

遊びに行く日の前日にそわそわする そわそわする 28.83 

そわそわしない 24.03 
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３３Ｍ 

発達段階における嘘のつき方の変化 

 

栢野 功政  三宅 穂香  佐藤 亜弓  山成 裕次郎  原田 曜  牧野 凌馬 

 

要旨 

 嘘，つまり意図的に事実と異なることを言うことは他者と関わるうえで必要な能力である。

これは発達段階で身に着けるとされている。本研究では思春期において，嘘のつき方がどのよ

うに変化していくのかを明らかにした。 

 

１ 序論 

 人は思春期に精神的に大きく成長するが，その中で嘘のつき方も変化するのではないかとい

う仮説に基づいて研究を行った。 

 

２ 調査方法 

 ２００５年に行われた大阪教育大学の下村洋一氏らの研究 1)で作成された欺瞞尺度を使用し

た。ただし，一部を中高生向けに質問の意図を損なわないよう平易な文章に変えた。また，７

タイプのパーソナリティータイプから表１に示した代表的な５タイプを選び，アンケートを作

成した。質問は各タイプに３個ずつの合計１５個とし，回答は１を当てはまる，２を少し当て

はまる，３を少し当てはまらない，４を当てはまらないとして１から４から選択させた。なお，

質問には１から１５の番号をふった。 

 

表１ ５つのパーソナリティータイプ 

迎合的演技タイプ 他者の喜びや利益のために嘘をつく傾向 自己顕示性タイプ 自分を良く見せる為に嘘をつく傾向

他者指向性タイプ 周囲の目を気にして嘘をつく傾向 欺瞞肯定タイプ 嘘をつくことを有効な手段であると

考える傾向 利得性タイプ 自己の利益のために嘘をつく傾向 

 

３ 調査結果 

 本校高校１年生２４０人，併設中学１年生１２０人にアンケートを実施し，前者から１８７

人，後者から１０４人の有効なデータを得た。中学生と高校生で男女別に各設問の１から４の

値の平均値と各タイプでの設問の平均値の平均をとり，比較した。すると質問番号４，９，１

５の質問と，利得性タイプ，欺瞞肯定タイプに顕著な差が出た。数値は以下の表２，表３，表

４，表５，表６に示した。 

 

    表２ 質問４                  表３ 質問９ 

 

表４ 質問１５               表５ 利得性タイプ 

 

 

 

質問内容 私は周りにいる人の言動に影響されやすい

 中学生 高校生 

男子 ２．１６ ２．３５ 

女子 ２．３８ ２．０５ 

質問内容 人を信用しすぎるとひどい目にあわないとも限らない

 中学生 高校生 

男子 １．７３ １．９０ 

女子 １．６３ ２．００ 

 中学生 高校生 

男子 ２．３８ ２．５２ 

女子 ２．４２ ２．４５ 

質問内容 嫌いな相手であっても本心を隠してそれなり

にうまく付き合っていける 

 中学生 高校生 

男子 ２．４３ ２．１０ 

女子 １．９４ ２．３０ 
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３３Ｍ 

表６ 欺瞞肯定タイプ 

 中学生 高校生 

男子 ２．２６ ２．１２ 

女子 ２．４１ ２．２７ 

 

４ 考察 

 数値は大きいほど質問内容によく当てはまり，小さいほど当てはまらない。表１から表６か

ら分かる変化を下の表７に示した。 

 

表７ 中学生から高校生までの変化 

 男子に当てはまる 

・周りに影響されにくくなる 

・本心を隠して嫌いな人と付き合えるようになる 

・物事を損得だけで考えなくなる 

女子に当てはまる 

・周りに影響されやすくなる 

・本心を隠して嫌いな人と付き合えなくなる 

男女ともに当てはまる 

・人を信用してもひどい目にあうとは限らないと考えるようになる 

・嘘は有効な手段だと考えるようになる 

 

嘘は本心と異なることを言うことである。男女ともに嘘は有効な手段であるととらえているこ

とから，本心と異なることを言わなければならない状況が多くなっていると考えられる 

 

（１）男子 

 まず男子について考察する。周囲に影響されにくくなっていくということは，言い換える

と自らの考えをしっかりと持つようになるということである。また，物事を損得だけで考え

なくなることから，人間関係においても損得勘定より信頼を重要視するようになるとも考え

られる。さらに，嫌いな人間とも本心を隠して付き合えるようになる。以上のことから男子

は信頼関係を尊重し，自分の考えをしっかりと持ちつつも嫌いな人間とも付き合えるように

なり，その際のコミュニケーションの有効な手段として嘘を用いるようになると考察される。 

 

（２）女子 

次に女子について考察する。周囲に影響されやすくなっていくということは，言い換える

と自らの考えを状況に合わせて変えるようになるということである。また，本心を隠して嫌

いな人と付き合えなくなることから，自分が好む人間のみと付き合うようになるとも考えら

れる。以上のことから女子は自分の考えを柔軟に変えて自らの好む人とだけつきあうように

なる，つまり周囲に同調するために嘘をつくようになる傾向にあると考察される。 

 

４ 結論 

 中学生から高校生になるにつれて，男子は嫌いな人と自らの考えを持ちつつ周囲との信頼関

係を壊さずに付き合うために嘘をつくようになる。一方，女子は嫌いな人とは付き合わずに自

分と交友関係にある周囲の人間にうまく同調するために嘘をつくようになる。 

 最後に，より正確なデータをとるために，被験者を増やし，年齢を細かく分けてアンケート

を実施することを今後の課題とする。 
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